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sllhst(TTl卓) co2(mg)1leO(RIG)C(,oZ)TT(,obJ)

4.427 9.1SP I.8011 ,56.60 4..I:/J

C1711川07N空くM-360). ■50.61 4.48

2-Mcthylt)utcnyl-4-hydroxy-3-mcthyl12iyC-

1opcntcn-1-one(-XIlg)の介成｡

7-Methyl-3･O.Yo-'7-QCtCnOntC(.TIg) 部g(0.18

mol)や20% ㍍OL-I50gこご3即 糊 化し未扱化物

(14g)を除き pyru'､:aldehyde(5026･1苧SLly)13gI

(o･09'mol)を加へ七同相 こ処理しhpl18～120?/0.4

mmの溜分 4.5g(7･methyl･3-oXol7-0cterloatcに_

.対し41.3%)を得た｡

3,51Dinitrohenzoate,mp149-1500(ethanol)

sul!stmg) COg(mg… 巴0(mg)C_(;,oi)l!(近)
3.494. 7.335 1.15つ9`57.66 4.83

C叩HlR97N2(M-∫74) 57･73I4･副

木耶兜は武居教授卸指等のlIに行ったもので控甚の

謝意を炎する｡沿研究-'llIの一瓢 ま深林'tj退 却改托局委

託研究乃及び文部省科学研究者fliに仰いだ｡I

Resl茄116/

TheconclusionsohtaincdI)yStalldingcrin

1924,､ver占muchrcviscdindetailbyLaFor-

geetal,lYhofollndtheprescnccofcincrins

inthepyrcthrumfhwersanddLcferminedthese

chemicalstrtlCtureS.Concer･ningIwithit,the
synthesl'sofcinerolonc-homologtleShas･heen

attainedI,yLaForgeandlIarper.Tr!eStesent

autho-rshavesynthesizedafewkindsofcinc-

rotone-homologucs.

SvntheticproccdtrrcsatcvclYstagehavehc-

cnfLlrSImT}lillCdLlndtheyJel(!shl･ebeenmuch

imJ}rOヽ,C17･Forihs(こInCC,WCh l･eO♭t.linedheト/
tcrrcL<ultsihcllrhcthのXyhtJ'onofkctonesby

llSlngthesodiummctl10･Yidcllndcrrcdl一ccdpr_I

C･sstlrCaSthcぐOndcnsing .lErCntthanSOdium

hydride･Theisohtionofthc α-sllh叫tutcd･

cthyl･lCCtOneCtatCinr)urccondition.qIIOuldbe

al･0王(lc(1toral'scthevicld.Thes111)stitlllcdncc-

toncand the▲estcrS of･3-ox0-.llkcnotc achl

lVerc.however,pllrinedhydistillation.Ith.1S
7ieen fouT】d advaT】tageOuSnot tOdistilltllC

hydroxydiketohesbeforecyclizatjon.Theseco-

mpoundsarcverysubject!O.oxidation,especi-

allvinthepre.scnceofalkaliar)dshould7)e

prptcぐtedduringcyeliZationbyexcludingcont-

actlVithair.lSmuchaspossible.
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OntheChangeof･theRehtion between Expostue Timeand.hlortality二and

ltheChangeofTemperattlrCCoefficientsbft】leAmki玉eanWeevillュnderth6ExpO-

stlreOf.VAT)IousEighTe血perattLreS.MasaoK･yoKUI(lliologicalinititut占,Tくyotor.ihc

ralArts?ollege)ReceivedTune6,1051Bo!yu-KagbhlL16･llb･105lL(wi一t-F-ngli･qhresulr･と129)
21･テ女寿ゾウムシー伽IlosobrubhsChin8nSisL･'の高温死亡率 と接触時間卓の関

係の変化及び熱作用の温度係数の変化に就て 的久正火(京都rtf'-･群大学出物学敬盗) 26.6.

0受現

･耕 (1)lLま舵にアズキ･}'ウムシ CallosobruchlJS

J h7'nmsisL･.成虫の雌のみについて市 氾致死?突放を

行った｡その糊合市況にさらした岬rL"と死亡率との関

係を元ナ曲税のZf吻;皿蛇の和選に伐 tJ加fIll性を持って
7,%々 に変化を･,-1';してJiIろ叫罪を詔y)た｡この曲相は大

作S･Ti秋 をな･柑 ;これに l事li.ssくま,ゐ prohit･u三の迫TTJ
を粥みると,凡ての突放成机については粥･のtuでは辺
川III来ないことが多いことをT).JTった｡泊mHt来なかっ
たものに対してIま仰 こDliss(1939)L3)のjoiムtact-

､ionの考へ方が成立つをして,時間死亡琴曲細の回同

曲税を2本の厄線に争けて計算し,凡ての成矧 こ捗っ

て一応中央致死時由 (M.L.T)及び標準偏差 (S)-杏

37:出した｡さらに之等と令温皮との園係を2本の厄&'!

で示す略 YをM.L.TまたはSとし,X を温床とす

aLはこの曲税がy-意 に鴻Iiすることを認めた｡又

この2曲税の交点を計獅 -るとM.L.T のものもS.

のものも概ね40oC附近となり,その式の係数bの肌

が 3-4倍の芸を持つことを知った｡これよE)チ(4'J'J'粥
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陵の結果を参期してこq)出産がいわゆる高温死と熱昧

蹄との転移点であるという予想をつけた｡ ∫

思うに哨苗Jと氾壁との関係から数firt的な法ilu性を求
めよう'とする蕃冥想に放て,昆虫の抵抗性の変虫の様

相を考慮してその.M.L.T,やSを川ひたこ上はよい

としでも,その計罪の方法が Dliss(103i-))の方法を

そのま〉応用して良い.7:I-あらうか,実放成弧が,7;Lで

m･る通り況乾の変化に従って親別的に変化してfJiるも
のを常に恒'.T,'的な方法で,-T':してノ良いだらうか,文j･)i-

ntactionと言う関越がこtq)場合では漠然としてt.､る

Ta]'lel･Dataoftime,-mortalityrelationsIPOffemaleweevilsforexposyretoheat･

･ ＼



＼

･℃

ガ

ムnU

a

3

8

48
72
m
115
122
140
m
畑
210
21

10
00
m
4
.MB
鵬
鵬
27
07
2

1
1
1
7▲

｢▲
l
l
l

ー＼

防 虫 料 ′学 節 16 竣

ノヽ
)
/ヽ
ー
}
l
ー
ノヽ
/ヽ
ノヽ

2
り一り一3
り72
り一3
2
3

(
(
(
(
ー
(
ー
(
ー
(

O
一n
CT.(ひ
け]uUっUU0
3r)ハU

o
4
川
67
m
a
=1:m
耶
o

24
48
円

粥
120
114
畑
M
州
洲

26/

0
0
0
0
0
0
0
0
nU
O
O

0
0
0
0
.0
0
0
0
0
(U
O

l
l
l
l
l
l
l
1
1
1
1

､
lI-

ノヽ
ー
)
)
)
)
ー
)
I
)
1ノ
ー

2
2
2
2
り一りJ2
リ]り
一
リ]リ一

′■ヽ
(
′tl,t
(
′＼
′l
t
t

(
(

呼に就いて不満を才路 物足りなさを感じた｡

今軌ま夷吸湿痩ゐ抱囲を拡大して叉岬のみの実級も

宍町 ,.火れ等の成紙を比較絵討した結脚IJれの突放
成粗こもよく迎合しその方法が合理的と.RI.はれる時間

托亡率Iul税の計非法を米山することを試み,/その理山

を実験成粥から説nj]せんとした｡知り守!.Eた内部の概要

は最近2つP学会(13,】1)に於て発光したが史に考察を
加へt,両者綜分校討し木雅文にま1とめる次郎で あ

る｡ t

本稿を葦するに当り,木研究に対したえず抑 旨準に

あづかt)bっある京大教授内hJ伐眺博士に対し詑謝し

ます｡鏑木実駿迭行に種々御旗助を受けた河野誹如ま

L'め致婆El各位に対して,感謝の意を試し,叉粒々御

助言を娼はった旧師,*川先生に対し詑茜の謝志を式

する次前である｡

望 実 験一成 績

実痕材料及呼 伽 北q)Il的 みの場分と甲様であっ
て,虫の系紡卜飼育条件,年帆 性別,突放IfJの外部

条件等出来るだけ-鼠こ伴ち,qT要の予TIE'h:試駿を加えil

たが細矧ま省略する｡実験成机も雌のみのものを矧 ヂ

ると瓢1才壬の箪りである｡ (本文の葛餅こ於で雄の戊

がIを髄々引173してあるが;雄の偶々の成熟 土光に発火
したから(J)こ でゝは省略してある)

如1=Rに読した枯刀王に誠ずき二時nlrl托亡き的uI税を回

けげそのTifgは光の棚のみの均分に指摘したと約どFil按
=▲
にin由の変化に掛 ､ガ州 的な変化を,-J';している｡

そ与でこれらのlU朗を虫の熱 こ対する抵抗性の変異

の.Hifl'i蛇放仙細と見て,逆に変捌 l朗 の刑をうかL'つ
た｡!疋放温蛇抱四で托いDTTでは正規型に泣く,in姥が

拓くなると仙税の modc'の付.Pllが売方へ移り,1凪n

舵.(伽 1紺 C)に過するとTl1-び小火に絹L),妙 ここれ

を過ぎると右方へ移動をする｡そして史に高温(52〇C)

､ . ■;≡■

′r31｡C

･80%

に到れば左方へもどる仰向がうかirわれる｡この?lC

実は椛も椎も多少の和迎はあるが杓と棚,Tの帆r'.Jが

あるのせ熱に対する成虫の圧舶 ;矧叫 洞赴rLt)也
封 ヒを読すことを物語るもの阜以われる｡ ｢･

･,3 考. 察 ■＼

I I(ll)時間死亡糾 収に就いて ...∫
柁t:rJ!1分耳!を時丁仙こ対して珂いた時間死亡率Itf収
は邪し昆虫の熱に対する拭1)'t仙こ詑iIf'11がなく又実漁の

掛 こ訳お く5昭 の加'･川時にl･J･'Ji'･.i哩の熱を窄 ナ.ちと冒
うことは実際には考えられないが)がないと収fTEナ)i

げ,このru収を純然たる什111曲h'!として取扱うても遊

交えない講である..突放誤おを1gTr描なものに収上げれ
ば際限がないから一応考は.に入れなくとも花山の変災
の川風主戦ig.さるべきものと血われる｡従ってこの曲
松を耶なる指数曲紘等で77汁 こ'とは･.&舶 ;なく変災IuI
相の親杭度数曲税として斑紋わねばならねこと .ゝむう

が,その結果は曲娘が氾凪こ従って刑を変へろから従

楽の如く-糾こ処理ナ争ことは山楽ない｡従って兜づ
変異の分布型から考窮して行くRtがあると考 えられ
る｡ ノ

～,宍鰍こよってねた時nLn死亡卑州帆土光にも述づた如

･く況蛇の只なる実験ごとに. modcの位記が左-諮り
に,蚊は11J･'.17'りに移動をするけれども共の庶合は大で
ないから平均掛こ関する限りは中火極限定理 (4a)に

従えば凡てを正塊型として処理される,然し冥除班そ

のま をゝ用ひたのでは都合が良くか ･矧 こ,この州脱

の X 軸を適当なJi矧こ転換して正加判を災現せしめ
んと恥 たが(叫 桝 の Logx,/A-,錘 に棚
したのでは米突放の全部に対して恥hiすべき純米が泡

められなかった｡そこでこの拒拍淡に関しては凡ての

雄雌芙吸雌 を凪じ七満足されるものを考米した｡そ

れは次の通りである｡ ､

そもそも高温死或は柴致死の際の惑死亡率時間温姥

曲馳 ま一般にy-吉 で示され7JことはPorbdkd(1926)
'5m'赤川(1934)(6'土屋(1643)(7'河野(1_943)(8)及び著者

'9)̀1'の報街で明セある｡.この式は温度の範囲を広くと

るとこら又はそれ以上で表されることも文明i三ある(0

'7'め ので,1一般に熱に対する虫の反応蕊は熱 (刺戟)
11′

のLtの.ykに比例しその粧指数 kが刺戟の強さで変化

121
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Tablle.2,Testoffitnessofnormalityin'time-rnorhlitycurves.

慧rpeeJK I Equation･Y-a･b(X一重)
■

Y-4.988+0.032(Ⅹ-136.317)
Y-5.167+0.024(Ⅹ-112.479)

芋≡喜:諾 三号:艶 至二望g:;壬壬ミ
Y==5.152十1.393(Ⅹ-_7.8Eは)
Y=4.992+0.144(Ⅹ ー25.075)
YG4.857+0.318(Ⅹ- 8.030)
Y-4.723+0.232(Ⅹ- 8.667)
Y･-4.808+1.O69(Ⅹ- 1.387)
Y戸4.783十0.125(Ⅹ-13.796)
Y一-4二754+0.162(Ⅹ一一10.095)

-Y-4.gil+0.02-)(Ⅹ-155.582)

芋:･喜:憲 二1g:OBS?2主要二123･.諾gi
Y-5.007+1.3GO(Ⅹ- -9.169)

言霊 :塁翫 壬:欝 と更二･≡:望笥
Y-4.61(～+0.336(X- 8.232)
Y-4.906+0.2:3(Ⅹ,- 9242)
Y-4.7王)1+1.147(Ⅹ- 1.425)

D.F.:I P. lCJV.%IM.L.T
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Y-4こ663+0.
Y.=4.646+0.

Y･--m('･rtalityin.probit.I

K･- /cpeLriceptof(Xk) -_

M･L･'T,･･･medianlethaltime･(hours),
C.V/･･･coefficientQfvariation.

S.‥.日.StandarddeヽIiation
x:.･･-tikme-(hour)打一一
D'･F･-･､･degree.Soffreedom

する7:-あらうことが推定される｡そこで時間死亡率山

税の正奴型を示す矧 こⅩ軸転換に際し上の性'Efを持つ

ものを川与れば良いであららと思ひ,が庖嘘を行ひそ

してこの X の値を温庇の変化に応t;て漸進的に変化

ナも伯 (例へは0.25;Q.5,1.2,4等)を与えた｡此処に

於て対地 各々.0時間死亡曲陳についてX軸を妨2衣第

.2行目の脚 三六印n(I-xk 転換を行えば夫れも正規架

･税地紋となるら~しく見える｡故にこれらの転換正規塑

' ･ゐ計 は よL)容易iこ一次転換が｡'t'Lu来るや;この方法

は前記 Blissの PrLobit法に従えばその回帰式 Y-

に一本を以て戻され計算の結果は妨2式に示す摘 uく

( '何れもx2払定の純米の1'の値が0.03以上を7-I-;し良

く泊合し七hI･;･る梯子がわかる｡

･ 之を以て刑部するに虫q熱に対する抵抗性の分取 ま

,時rtllに対して未熟 ま正規型と認められるが,恒常的で

!まない今で館に恒常的な尺度を以て京漣は,-その分和
し:が刺戟の撃さに応じ.{変化する矧 こ見え如 ､P,その

本来わ型を示す矧 こは,その強さに応じて衰化す石火

.･皮を肘いるべきであると考へられるO

, 上式から正規型に変換したものゝM･f･･T,.S,及iF'

-C･Ⅴ(変災係数)が罪出さ亘る｡それでこの値を換算

ーサ る｡M･LTあ換算には;月Jひたkの逆に4;軌 2藻

閃'1{･等を行ない,Sにはも声にもどしたM･L･Tの他

に･C.V.を掛けた｡英の血ま筋2衣巌後の2行に示す
∴122

通りである｡然しこれらの値は正劫型としてであっ{

前の歪んだ曲悦のものではない.計罪位を以で おliss

の方法(凹しⅩ軸は log街抽せず,又二在紋に分れる

趣を持つものに対.しては二直脱と-して計許したもの)

によったものと,この方法によったものを参考までに

比較す叫 ま廟3表の通l)である. ,

･L'Table3･CoIPparisonsbetweenM･L･T･and.
S,calculatedby.twodifferentmethods.

M.L.T--Medianlethaltime(hours)

S.････Standarddeviation(houJS)

M.L.T.では大きい相違は認められないが.8.では

かなり大きい益のあるものがある｡

(2)二つの共なった3132:法による結架の益虫ほ れT.
L.Tでは僅かであって常識的には開祖にならぬ様であ

▼一
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I)..叉3:放談益の抱田内のものもあるくらいであるが

n!.7舶勺には忠妹があるから邪らしい方状で柑た, M･

L.T を川いて, それとは蛇とのf川の歎却勺関係を枚
討する,Zi耶2兆の M.L.lr を抑雌柑こ対数として
榊 111に耽り,氾哩の対数をflSiNllこ榔 tは'･約1回に示す
血l)の砥晩が円られる｡

T

i
m

e

i

n

lo
g
a
r
i
thtn

TemperaturetOCinlogarithm
■･

Fig1.Relationb'etwcentemperatureand
cxposuretinle(M.L.T･)whentheform-
- a.

ulay-一石 lSappliedtothisrplatもO-n･cr~
iticalpointsarefoundof36oCI40oCI41ヽ
4.5'CaTld50oC,-respectively..A,male.
Ji,female

的1図に桧すると一応400.C附妃で相交はる2在映
･が予感されるが,隣L)介ふ2点をTf_e紋で結んで行けば

伽i3点が.1本の紅粉こ来り,一封 水に沙っては.仰耶
JI;･T'林のTrI塊で示され.その朴佼わろ紙松のTrJ控が変

化してゐる粗こ見えるo;相 上の抑恥 少数の蕊を以

て,之を泊ずることは舷に気に掛かる節もあるが;考

･･乾iの相月ミ多少の見解があるので今野らく･,促に之を以

て格別i･する｡此蝕に放て.t4.の‡茂なl三上帆の曳氏を見る

と,雌も桃も3GoC,40oC,44..RjOC,i',OoC の4･).Iiが交瓜

に当るらしく.粥のruJの在校は回栢分析 (40)法による

各 節 16 班

'手蛇 の桃井ミでは.i榊芯のものを除き火れも1,0.'以lIの

危随率であるから,叩fhfttとみなせる.((.I.JT･Ti淵のもの
は6%水印で-JJ瓜である)｡.Rf.うにこの宍除に放ける阿
州;け妃のものは,fLt漁の性Tr上比較的多くの訳iylを企

むqTrである｡即ち代いyJ'は熱そのものがLTIiB的な致死

内子ではなし●･,ttあらうし.文科 ･方はその時m】が9I:I:･;･;A
にklT;かいから正托な時rTL口の決滋がや 即ゝX･lFで･あろ｡J･.
の理由からこの両矧ま更に鍋怒号点を多く取らねはなら
ぬ｡

上の考勅 .;正しいとすれは等死亡時間湿圧曲矧 ま前

に上げた､porodkoあ･Y;芸 で読されるが･これは
報償 のある範囲内でのことでその範囲を喝く耽ればこ

れで示されない~ことが明である｡.

次に予的試敵手て行った昆中経を徐 七々上昇す右温

皮内に於いて観察した結果と比較して考察するovこれ

に依ると 300'C 以下では雌雄粘 口吻,-規免 後肢

の光を時々効かせる他は特別な反応は見られなくて ,一

特に34oC以下では殆ど常態と変l)な十･や;30?C近くで
劫を広げるものが軌 まれ.36を過ぎると全部がて様に

1 ノ
急に括滋な括勅を江糾しはじめる｡そして4loC-.ではl
街倒しはじめるが42-3oCでは噌倒せるものがけいれ

んを開始 し . 45oC では発く勅かなくなる｡この成杭

を本突放の成机にそのま｣此校するととは無衣である

ノが,参考までに比校して考へると,木突放の36oCl～4

6ocは高温柁(似耶-一訂ほ の矧 こ姓A!作mが急激にお
こり生活'JJの汀げC,0ゴの欠亡称にもとすく死.),40oC

L44･5?Cは熱卿榊言上ろ紙 41･SotCはその茄市致死

.1点 (但㌧ごく叩純な恋味の)であらうこ'とが推察さオ_i
る｡然らば44.5-50oC,60oC～52oCは何かと言ふ

ことになるが,この間抱に尉しては此勉tTtは正碇に鈷

諭し悶ないが.醸致死の板机に関する知見を生理学の

万両より引即すると (勿論.細胞生理学と個体に於け

る致死とは同一硯LES来ないが)熱致死の詮とされる原.

-･形質の凝固の問題を取E)上げるとしても,その様式は

/如 鼓で軍船隼 o 1̀0'女子_',廟 を那 'Fl,緋 た痕
･'すも(5n)この溶解速乾の変化は捌 朋1･の血によって変

化することが推iitされる｡故に木突放の如き外見rJ勺推
_窮が黙卿 Ji.としでも,IWli的には熱の和迩により邦っ

た械串を持つ婚こJJ'をする'LC･あらうこはは-T･.Lf!するに
難くはない｡従ってその柁榊そのものは今の肺はわか

-らなし､が,それが刺快のち員さにfb.変化すると諾う

羊とは環椎が許されるであらう｡鄭ナるに約1の据移
点と考へられる36O'Cを以て仰ここr･想した比IIF市況限

界とされ これ以上ゐ泣蛇稲畑はih一攻の熱にlよる致死
肺四であるが,-この間には例へは高温妃 .熱縄樺によ

る妃 熱潮間による死,摂脂質前矧こよる死(夫れも似

祢)呼の様な致死機構の変化のIIF在することが予.8さ

31.,又それらの氾斑境界として夫々400.C.44.5oC,

123
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が予.Bほれるのである｡ J

'以上は氾蛇の相違によE),前の時間死亡琴曲税がそ～ヽ
ゐ7j堕を変化したことや,時間温度曲晩む;実敬湿度の滝

田で少なく里 2本に分オ亘 ことを･野 ･と.Lて如 ･
た出蛇に対する昆虫の反応の相違に帰せTt<めんとする

埠へカよりの推窮であるが,説明が行き過ぎ緒にその･

拡捗のjJ･i好に於七或は誤謬に落ち入った髄がないで

もない｡叉前にも指摘した如く卜観琴鮎 沙な上転

･ ､ y≠芸式の適合の可否を諭ずる_!こは軸 組 攻め 上

充分でない｡故に別の説明を加下.て上の封ヒの説明を
7Jnなわんとするものである｡それは光づ茄1図は両軸

兆対数を収ってある示,亡の両帥こ表はれた尺皮はこ
変化率を'JT;してゐるO従つ{2点づ ゝを結んだ直税は
温度と時間ptの関係の変化の割合を示し,域分的に考
これらの直鮎 y≒芸 のb一と見倣L-て計算する~と,
第1図号見てわかる様に伽 ユ3点が1直跡こ来るも甲
もあるので,これらはbの位が殆ど良く似てゐるので,
;訴様なものに対しては夫 平々均値を求め､て整理すれ
ば,前の計井によって罪出したわノの倍と殆ど変りがな
いことがわかる｡故にこのhの位の変化をたどれば十
LjEの曲脱が得らit,これから致死機構が変化して行く
和様を予想するこちが出来るであらうo
(3)温皮係数bの変化に就Ltで一＼
･Rimはこら特にbの変化に関しては蔚目されたがしこの
bは従狐 兜作mの湿度係数として川ひられたもので

あるが,1こP伯を表示すればyi'4尖に示す通りセあっ
て,'雌も桃も略ぼ一定の伯を持ち,一定の変化がある
ことがわかる｡⊥
Table4..Changesムftemperature.coeffic-
ients(1')一withincreasihgtemperature..
Temperaturel＼ Male ,I Female

氾蛇係数の変化及び兆の忠衣に就てBと1chrade.k.(19
3,-J)(6't'(ま圭的 説教の完結に辞す七時間と温度との罰旅

･をY-一芸 で以て論じ,生物の-tW ･年軌 性弧 適
応呼でbの位が典なる所以を原形質確性の変化に栢し
たが,粘相見悼惜が凪して生活原彪質粘性を正しく元

すか否かl't疑問である○例へは Heilbrhn,n(1920･19
22)(‖確 の研究で6号,､そ'9位が多様な結果を示し複雑
である｡従って本実験に於ける熱作mの況度係数bの.

忍ぶについては上の方面から遜nj]することは困難であ
り又餅らしく容易に説明出来ない｡今の航イ可か断冠
124､

ーノ ー
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夢】6放 し＼ 卜

は困難であるが,この式が示す性質から刺新すれば.∫
昆虫の致死速度に閑係を持つ1指按t･あることは払 .
ないo･この値そのものは単位等で変化があるが,■それ
の変化の系列は比較的恒常性があやから,これを以て
時間的方面から見た致死様式の変化の掛 Rを示すもの
と考えることが出来る｡従ってこの変化率を以て熱の
遷射こ基ずく致死様式の変化を盈羊すことがJn丸 文
これは引いては熱に対する昆虫の抵藤生の性格が常に.
恒常的でなく熱た鹿じで変IBbを,p -と冒う結果を実態
的に指摘する資料であると思はれる｡今.その変化率を.図式すると第2図の実脱の流す通
bで,づ己直税に軌 ･対数曲税であるら.LL･が上方に
町道に曙恥 下降する嘩向を持う堪 る｡

iX=JCu叫
q
盲
叫U叫JJ20U

艮

a･(rt一t:JadE
aL

.uo
叫
}

t:tEOJS
ut:J
T

y

r

J

O
1
3tZa
P
H
J
aO
U

ヽ

､~40 一々4年3 5ヱ
Fig.2TwocurvesrepresentingtheChanges''ノ
莞 :1?Cmnfser(akt)uroeE;OhC_I.5iaeniseLni(盟 ,ia.nodaotf憲二ヽ
ou叫emperaturesiA,maleB･イemale十･二･･ねこcurvc.･･.･･.,K-curve.CoIr占lati｡ncoc-
･fficientbetween_いvocharacteristic-values
handhisfoundtobe0.8901 inA,and
O.87DE)in工i.㌔

1

JtRSに於て前節に述べた時間死亡垂地軸の柏崎 虫
＼の際のkの変化との関係を枚するノ｡,､kとは郷砧多少ili･
なったものであるが,その変化そのものに関しては相
互に閑静性を持つであらうから,.hの変化率と･kの孝 ･
化率を.1氾取こ対す負変化鵬税として固いで比校す
るoこれは第2図突放と点祝の'Rす通りであって,そ
{の型:ま良く似た趣を持ってEi:･ることがわかる(但しtj!
瀧的生存市況限界町 では氾姥の一次的放夕醜 貌でな
いから此処では一応考LS.外とする)嘩 2回に於て仙税
の高温わ部分が降ると言う硯塊に就いては,こ｣では
時間が非常に短かくなるので,況既の上坤こ御 ;い放

､/
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死時関の如 摘胡少して行く程か 抄 となるであら
うことが.C!触 れ⊥伽 馴がらく融 はあるカモくわ
しい脚 は‖水ない｡
bとkとはその変化が良く似てあるこ由 ;,図)7:ヽで明ではあるが,二at.む放偵で読ナ方状として的演の
-相関係数を冨悌 すると排ではr.-〇･Sml,雌で(.まr- 0･
8709であって,-実駿的及びS･1mplingの訳芯を租放し
て相関係数の槍定(1g,'を所定の方法によって行へば雄
ではFo去15.4>F-7.7),雌で托Fo〒13.5>F-

7･7里% 水準のk-_7･71･-より大き LP･からi ･M の
存在を認めて良い｡

･ kの他ま初め正規型東研曲税を表す矧こ革みとし
IC任意に選んだもので'ぁる前号の変化と実雛 より
F得たbの変化とが相関を示す叫実を以て,前にのべた
xk4g換法の理由を実験的に悪裁すける所である｡
(4)蛾と椛との比校一

木突放を開始するに当り上に述べた迫り柾々の条件1
を塊53したが.その｣として性別は叔父岱田であるか
ら-,別々､干し頭 鮎 和 牛や耐 ?細 字準 ?
でこの比較を試みる｡

計罪より鰯たM.LTを血て比較すると約2-3都 8
毎に志す如く,一般に雌ゐ触ら;大きく,抵抗性には柵
雄の相運があることがうかk･あれやが,='郷 的比打
だけで相違をつけることは充分でない.即ち実放誤笠
や Sa'rnplingの誤差の限界内に於て両者が一致する
Pか矧ま一致しないカや決定して両者の比校を決定する
ちとが望ましい｡
この比校方法に関しては,､光づ時間死亡琴曲税の傾
きを戻す係数即ちY-良+b(X+豆)のbが雌も雄も各
‡風乾に沙って略は近い位を持てゐる(但し1部では例
外はある)｡両もこれらは何れも1本の荘枕で京されて

いるから榔桃の何曲眼は殆ど平行と見倣すことが出来

や｡此処に放てIiliss･C2b'.が用いた方法の的;剛 慨
のが校定の方旗がそ?ま 応ゝ用されるものと考へら

れる0 ㌦ ■
ヨ∈処で,各温変毎に雄と雌との両時間死亡琴曲弧の
X2線r'ji!をT!lisgの所定の公式,,即ち I.ノ･

bc-聖 '手車や '?･.栗 許 苧 些 2･･(1軍,

･r'O-蒜 芸 謁 善 一:.十 ･'t'-̀W'-

恥 実罵 .I,-･-.･･-̀-･---∴･･'訓'

I / より井山すれば約5炎に戻す通りである｡
n妄2とiitは0･03水狗tIx主の値が5･甲 となるか
ら上の計37･による (･rq叫xbe)の班は;5.99以上の紗

学･節一10 呪 ,

TahleG･x2testforthediscrcpanFy
l)ett'veenth占timembrtaliiycurl･eSOf-
二malcar)dthatbffemale

を示せば,,両薪に芸があると断正して訳まる批判ま6

70'以内である｡切Jち棚 の益を琵宙めることが山氷る｡

今節5衣の殺後あ行を桧すると44以上では共の位が5.

99より大きいカ1ら雌雄の益を認めることが山来る｡然

- し460648｡Cではそ叫 が5･9Di｡ふさいから丙
･演の問に相違があるとは必らずLも断ta山水ないと冒
ふ結果となる｡

上の比較の結果から雌雄の抵抗性の相違は泡姥の高
い桝では認め対いが44oC以下の湿度では一般に川的;
雄よ()'や 温ゝいと冒ふことが荒されるQ
(5)他の実放成抑こ対する X.k転換法ゐ追mの可否｡

アズキゾウムS,成虫の熱に対する抵抗性は往時Fuf1--

xlこ対してXh刑fE奴親杭皮数曲視で示され,その掛旨

数は温度によって漸).if的封 ヒをすること,等死廿時 /

Wと氾姥との計州 軌声 量 はその恒数bが亦漸進
的な封ヒを京すこと而して◎それらの"主の変化とb
の変化とが互に謁い和田 係々を持つことが指摘された J

が,他の昆虫に対して,叉は従来なされたこの方河の

実験成矧こ対Li,上の事実が泡打ほれるかどうかを '
検することは興味がおる｡そこでア?.'キゾウムシ(i).JqO
､C飼育?,西川未発表)A,ヒトス-1-'S,マカ(8+?求

求1950)B,コクゾウ(25oC脚 はP_10.13)C,コク./ウ i
(30oCllff,河野lQ43)D,の成机の内からこの刑皿に関
係する所を抽汁ルてその迫71を桧討する｡

メ1時間死亡判u収の劫 杯相称嘩喝既により若干変化

ノす右と言うこと!ま̂ :D,C,D,の何れに於てもうかi･
;われる｡▲故にこの曲柏を一次宅換守るに際してX軸を
.2相 換を行ひ･kを温度によt)漸進的に変化せしめ畠

とProbitとXk･との閉路は何れも1-本の直線で示す
ことが出来る.この際川ひたXkのkを各実陵矧こ

1粥に'dm して読せば節0裏の通りである｡:

机Olyiを見るに.ykのkの仙ミ常者のアズキtJ'ウムγ

.の抹こ4-5と冒う大き.い仇は示さな い が , Q,5-2･0
･の画の恵化 が見られ大体4r'-缶ooCに於tt放大でfq,Il

l郡
上
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Tale.6.Changesofk-valuesofXh-transformation

tlnderv_ariousexposuretemPeratureS･

202530343640424446485060708090100
(43)(45)(47)

-pィ5

110.50.51112--L1-- -l- -

一 二一ー 一 一 一0･51210.51 - - ｢ニ_-

一 一､一 二 一0.5--ニュ ー 1210.5'1 1
⊥ -1一 二 一0.5(0.5)(1)(】)̀1--- ⊥ -二一

A,DataoftheAzuki-beanweevi11】yNi-shikawa･ヽ
B,Dataofmosquitollarvabythe/present
auther.

C,Dataofthe-Rice-iveevilI,yJuchiya･
D,･DataoftheRice-weevilhyKohnふ.
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im
e
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h
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｣
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ト6三､,..I.a r･70

に向って進むに従がいこれが抑攻城'P/I

L･職 陀 ほや 炉ゝ加する傾l･'.)が見え
る｡

一次に上の様にして革めた1本の回WIul.∫
紋の式からM..L.ナを算出し,'･これと温

度との関係を拾すると温度の範囲の挿い

もの,持たA,C,に藤では1本の曲税で

は示され難く,2.本叉はそれ以上になる｡

この状態は筋3図rY示される温 Ejであ7
t.

るo _- ソ

斯様にして温度範囲を区分すれば上に

述べたY〒芸 _b]適合する｡_叫 は叉

三宝 _:_-Il._≡_I:こ-ti:三 三 .;_.-:-A-I-i:-I-_::こ=-:

- も適合することがうかとわれる｡今上の=式の11-t数も
及び牡を示せば第7表の通りである.0
- 琴6衣及び第7表の成鮫から各芙陵短に湿圧に対し

て温度係数b及びm浪びに時間死亡琴曲税のXh転換 .I

I.の封 旨準kが変化する堺琴を図示すれば約4図に示す ､

.通E)である..

第4斑を披するに実鰍こ依って多少適合蛇が恥 ､tt

-ちらうと思はれるものもないではないが;'大体に放て

､ 上申3つの他的盟BfI_こまり変イ叶 る状態は相互によ●く

･ 似た曲晩で示される｡此砂 こ於て発の_7ズキゾウムy

の買掛こ示された靭項が他のものにも略は迫用される -＼
ことがわかった｡鉛,突放毎に計算さ1_t･たb及びmは火

Temperatureinlogarithm
Fig＼3Relationbetweentemperatureand
exposuretime(M･L･T･)
A--DataoftheAzukilbeenweevil

lB--Dataofmosquitolarva

c･･･.DataoftheRiceweevilbyTuc-
hiya

D∴-DataoftheRiceweevilbykohno'

∴12:6

}域 なった倍を持ってLJるが,､異なる実陵の関にも同 一

づ温度に関するもの 比ゝ琴では,長く倣桓唯を拍ち約 --
た叫掴 し7:は然りであるっ叉同一校内のb及mの変
化の割合は共に良く似た傾向を示してkii;･る｡これ呼は

広軌 こ考えれば夫胡 lJ々 に考察すべきものではあるが

料 ,湿圧範囲に及ぶこの変化の状態をうかk.ふ1'資料
として凡てを1緒にし20COJTIOOoCの問のb及びm.
の変化掛=.実験により差の少なI噸数皿の変化械r･'･Jを

ぅか ふゞと第5図に示される様うねり,を持った曲脱を

雷三笠悪霊 誤 深 ま ｡Ja;:禁 まxXk,慧霊芝冨 ＼､

他の同種実駿に対しても翻 Jt,得るであらうことが略 .

ぼ予期せられる｡二一iI

致死に穿する時間と粒壁との開陳め変化を現はす係

数は既に考察醜3矧 こ於で論じた'如ぐちれは常に_1牢

の倍を示さなか?たo而してL,の位は約2回に戻した

如くTE方に放て逆に矧ulL降下する傾向を元していた｡
frl.7その節36oC以下のものは直接高温致死作用でない

セあらう主音う理由で簡t;なかったがバ折様な低い所

に於ては再び曲除が多少上向きをする怖向卑認めろこ
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T･11)lc.7.ChangesortcmperaturcCoefEj-

｡cnts(T'ふ ｡m.),叫 -incrc.lSJ･ngtcm-
pcmturcs.

I)-TemperattlrCCOCtricicntintheequatidnY=

nl=Tempemture?oefricientintheequation y･
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とがLtl来た｡然し771'キゾウ'̂シの雌も蛾も

30oC以下の成紡がないのでこの21偶 を花実
に指摘する取糊が不充分である｡今節5節に
行った椛に他の突放成杭を綜余し柑 こ突放の

和迩によるHeの少ない m.'の変化図即ち郡 5

(C)団を拾すればこの変化曲松は氾蛇の托し-･

所では上方に巧曲して'七･粁fることが明らか,
に指摘される｡文相祝のWrでは下方に矧ILル

て降下して行くことtが,又nJJ嘘であるこれは

勿論正碓な曲松として収l)上げるには不充

分ではあるが,大作の械TF'lJをうかi'ふ詑料と.
しては間に合ふと瓜ふ｡然しこの理山に放て

托今一寸軌二流ずることはLu来ない｡

4 摘 要

本実験は77.'キ･/ウムシの成出を川ひて.

雄雌毎に3つoCよりLi2'C迄のTHIの11m級のヽ

氾虻にこすtを曝指して投し,%･の氾蛇と岬けり
との田鹿を数式化して熱致死及び粍抗性の磯

椛をうかL'うーTe.::を1lJんと試みたも.Q)であ

る｡その研究課和の杷好を密約すれば次の泊
りである｡

(i)各取掛 こ於ける致柑 tW陀 37･山する巧
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Fig5.Chatigesoftemperaturecoefti-
cientsunderI,arioustemperatures･

に.解温壁駄 雄雌毎に大々時間死亡執ul税を作り,
これからM.L.Tを37:山して上の代--RIdiとした｡～然

しそれ等'の仙晩が従来の如く1紳な方法で突放のすべ
てを処理する=,とがILI来なかったので,次の如き転換

比を埠へて全部の曲税を正加軌ul税に転換し.これよ

拡挽法の概要は,夫,Eの曲粉のⅩ軸の尺度をXk型転

換し,その貴指数kの蛤には温度に応じて漸進的な変

化するもの.を与べると言うのであ.S｡ -

､(2)前節の方法で算出した_WこLl･Tを川いて時間温

比の開院を栓すると,両者が戻す変化率に,全実臨場

甲叫に沙って概ね5種の相違があらほれてG;-ることを

E的 た｡これは上の閑批 於ぐ y:-3 が成立つとす
れば5柾の式が認められ,夫れも1,cc'危除率で適合す

る｡そこで作川紙筒の変化を予想する資料を得た｡BlJ

も36oC,40oCi44.5oC,50｡tがその転移点として

予想される｡.こq確実は叉退度を徐々に上昇L/C致死

状態を観繋し声結果と略は一致するちとが認 められ
た｡

(3)時間温皮開陳や変化率が温覚によ,)由化する状

恐.ま1校の●sl型曲軸を以て示すことが出来た｡.そし

て=]Lを時間死亡琴曲税のⅩ軸転晩において玩みに

川ひたX.Aol'k'の位ゐ変化の状態と比較する鍔に両者
の相関係数を計算す畠と雄では r-0.8931,畔では r

-0.8799であらで;*胴 係数の検定の結果5%危険率

Ll笥 ､

を以TC,相関が誼められた｡

この苓実は Lx 軸転換に変動的なJi蛇削 りひた二m ,

を説明するものである｡ ､

(4).雄阜雌 との抵抗性の相違を時間死亡琴曲税の比J
較によって行った'oそれにはこの両山根の比較が究め

誤差及び Samplingの誤差の限界以上で認められる

かどうかを槍したが,44oC 以下では相違があるが,

それ以上Tは相違があるとは言へないと言 う結果とな

った｡

(5)ー昆虫の抵抗性の分布が x七Il:娩累紙度数曲螺で

元され,k.の伯が温蜜によって噺進的変動を示す=.
とが同種の他の実陵に認められるや否やを桧する矧 こ

アズキtJ-･ウムシ.楢 川)ヒ､ト不ヂS/･1カ (%･#)コク
ゾウ(土屋);コぞゾウ(河野)の実姉 を川ひて桧し

たoその結果は実扱短に多少の相笹が認めら考t･るが大

体に於て上,の却実を認める結果が予想された｡従つで

上の却実は早にアズキt/ウムシ叉は柳 の実陵に取ら

れた琴琴ではな､く岬 的な叫 である手首＼t=与を1'
想することがLtS来る｡
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Inthepresentcxr)crimcr)t.thelethalacti-
Onofhightempcraturcontheadultofthea-

zuki-he託n_weevil, CalLosobyILSC71inensZ'sL.and
especiallytherelationhetwcenexposuretime

and mortalityandalso､ofthemedianlethal

timeandtemperatltrehavebeenstudiedtinder

thcl･arioustemperaturesfi･om bin-Statistical

pbiTltOfview･

TieaZuki-beanweevilusedasexperiment-

almaterialhasbeenreared-onazulくi-hetanu一

Indertheconstantcor)ditioninregardtotemp-

cmture,IClativehumidity,quantityoffood
tTlnddensityofpopllhtionofrearing.Theme一

日lndexposingtoheatwasalsodoneullder

llniformc(lnditionthroughouttheexperimen-

-ts･ThemaleandfemalelVeretCStedsep･lratC-

ly.

Elel･enClassesoftemperaturedegreesfrom･

30tTbt52C,i.C,30C,34C,36C,3Sc,40C,42C,44C,46ぐ,
49C,50cand52clVerellSid.Themainpointsof
conclusioT)Sarrivedatarei一Sfollows:

(I)TTiclelationbetweenexposuretimeand

rnortalitydoesnotalwaysrepresenta＼cumul-

･lti､･ecurveofasymn!etricalr)Ormalcurvefor

alloftherLlngeOfexaminedtemperatures.The

Icun･esol)tainedfromtheexperimentsat300,
34oand440arealmost.symmetrical,hutthose

Lop3rJO,38.O40oand42oarenotsym metricalaムd
thcmodeofth占securvesissitl】atedatleft

side,whiletheseobthinedat460,4So,60'oand
520arealsoasymmetricalbutthePOdeofth-

oseissituated.ltrifrhtside.

WhenlineartmnsfL)rmationofthepercentage

mortalityismadeaccor(7i叩■tothellliss毒me-

thodofProT)ittm11sform◆TLtion.therclat王onbe-

wccn-themort.llityinProhit.111(ItheI(一gariト

JlmOftJnlC(I(-csTl(;IalW.lySrCPrCSCntaStrai-'

ghtrcgrcssionlinc,huttwr}orthrccstml'ght

t)'ncsintcrscctingc;tchother.

ĉeor.lingt4'thcIYrjtcr占cp.iniontlltfactrnc-
ǹtioncdTihovcin(lic.1tCSthatthethermal-.leti･

学･節 16 班 .
1

OnofvariollstCrnPCmtllrCStTr)Onin･scctsisr)ot

･1llYaySSimihr,hlltitl･.lricsundervalious

c･YpoSllretCmr?CmttTrCS･

Tnordcttotmnsfor,mlhcSC:tSymmCtricalsi-

gmoidcurl･CSintosymmctricnlnntlJrcnorm.ll

cllrVe･thercfore･へncwrncthodisa(lppte｡･N
amcly∫nsteadoftakingtheactlZal､cxposure.

timeontheal'scissa,Ⅹkisusedtorepresentti-
rneur)its～.Thecoeffi.cientkmighttakechan一

gingvalu甲 WiththechangeJoftemperatures

(Table2).Withthose'transforふaton-,astfai-
ghtユineis-Obtained beいveentlVO Variablさs

oLtime-andmortalitywithagreataccuracy

inallo'fthecascs･ ′

(2) WhenwcplottDelogarithm ofrhedian
lethaltiniecaletJlatcdhythemethodmentio-

nedaboveontheordinateandtllelogarithm
oftemperatureontheal}scissaforallofthe

rangeoftemperaturetJscdtthereStJltdoes
notperfectlyagrccwithPorodoko毒for血l】la,a

y-xT rCprCSCntingrelation7)ctwecn thetime
(Y)for100,0.,moitalityandtcrnpcmttlrc(x).
Thisrelationrepresentsfil･einteTSeCtjngstr-1
aightlincgaccording totheanalysisofco-

′variancefor.testingthelincarityofthisrelaト

ion.WJlentherelationbctwcenthemedianle-

thaltimesand tcmf)CratureSisexpressedby

llSingtheseflvcstraightlincs,bin■thisequ,･
-.ltionI.lkesdifLcrentvlllues(Fig.I.)Itissu･

ggestcd,therefore,thatthethermaトaction:

uponinsect三/isehanieatthecriticalt叩per

atures360,400,44･5oland503respectil･ely.The
interpretationglVeriaboveCorrespondsfairlv

I-elltotheres.ultslof(ob'ser､･atl･0?Onthとacti'-
vityofinsectlyhentheylVCrCexposedtcrnp-
craturcsrisingtntadcfinitcrateinollrpre-
V王ousexper王mentg.

I(3)Tlierelationhctwcenb in･theequation～

y-嘉~andtemperatureiSrepesFhtedbyasis-･
.hapedcurve(Fig3)･Accordingto･the､蕪 ter孟

opln10n,thisturve-indicatesthe~changeofth-
ermal-actionuponinsects.whenther61aiion

hcいVcenkofxh､vhiとhwetlSed t6reprC/sent

thetimellnitsinthern-ortalitテ curves､and-b

intl.ceq"dtiony;意 oftimeternperature'rel･
atiiTnis丘xamined,itisfollnd'thaithec_oirel.1
tibnhctwcentllCSetwov.11uc5-ishigll.Theco･
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r-relationcoe-Lficicnt.isfoundtobe0.8901in

-themale,andO･8799in'thcーfelPaleandthe

correlationissignificanttlndcrthelc､,eloffi-1

vcp.erecnt･Fromtheabove･rcsultslthewr_i-1
terisinclinedtoI)elieve-tllatthexktransfor-

mation享nconstrlletingthetimemortalitycu∴

rl･eWhichisadoptedinthepresentstudy,is

j■lStifiedtheoreti■cally･ ､
(4)Thediiferfnccbetween-theresistability

ofthemalea-ndfemaleisdistinctly.Th与

maleisLmoreStlSCePtibletoheatthan the

LemalewheLncomparedwiththeirmedianlet-

rhaltimd･llutitisnecessarytodetermine'wh-

etherthe-similar.r_CSultis'expec!ed ornot

lt,ithinthelimitsofexperimentalandsampl-

ingerror,Accordingto~then班thodofEljss,

.thediscrepan_cy-between･theti血e-mortality
curvesofthetwosexesistested.IthasI)eenfou:

ndthatthez2-I,alueissignificlantfortheTan

g占from 30oC～440Cwhileisnotsignificantl

for4rJoand480.Thedifferencebetweentheresi

stahilitvofmaleandthatoffemale,therefore,

l

㌔

節 16 -班 I

■ヽ

is:TIOtSeen-聖 hightcmpcraturc･
-､(-･) Applicahilityof theprcscntlmニthod

(themethodofXhtramsformation) toother

eabCShashceneIL･aJnined-inthecnscoLthe

resultsobtainedbysohlePreViouJsrwri(ers;1.C.

,withtheLaztlki-bean､､vec､,ilbyNishika､va,
mosquitolarvabythepresentwriter,therice

･weevilbyTuchiyaand alsobyKohno.Thb

timemortalityct】rl,eSOfthosedatadiffersl-

ightlyaccordingtotheintensityofhe_at･Thesc

asymmctriぐalmortalitycllrVC?'can'beallVayS

transformed intoa straightregressionline

hyadoptingthelVritersmethodandthecorr-

elationbetweenthechangebftcmpcrattlrCCpef-

ficient与b.and.thatofkinxktrar)storm.ltioTi
ishigh.

Itis･Suggested,theref｡rel.thatthev･1ri;1tion

ofheat･resis･?r)ceofinsectsisrcprcscntc(I

hi.the-normaldistributionwhenxkistaken.lS

thetimeunitontheahscJ.ssaandkillXkind･

idicatesdifferentvalu甲 lVithincrcaslr)gtCm･

perature･

′/
.InsectPox)'cologica_IStddiesontheJointToxicAction.dfhs占cticidesII.On

●theJointToxicActionbetween ContactInsecticides1.SeirokuŜK̂T,Minoru

S.ナT8andI申､'ichih'ozmA(Agriculturalq-ernicals■InspectionStftior',NisbigahtlTa'
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22:殺虫剤の連合作用に関する昆虫毒物学的研究(罪 ,9朝)梓触殺虫剤相互の連合件用

一. 酒井清六 ･佐藤稔 ･小島建一 (農林省虚苑投書折)

接触設虫剤相互の組合せを全般的にm･究した報告は

ない｡ここでは1),接触殺虫剤相互の組合せに与る効
力の雌 ,2),適合作用概念O.把握,3).殺虫機柄の

脈[97,4),混合設虫由の生物検定の確立の目的のために

研究した｡供託昆虫は25.oC.で京大式処方で培頚した

キィ." ヨウジヨサ､バェの払跡超系統 Dyosophila' -
＼

mezanogaster.ーVestl'giaZ,を憶扱6万四附いた-｡突放

は200C位泣浸故法で,2分間霞訳し 処理後30分に
生死の別を較黙した｡突放1.蛸 独翼軸と5iの組合せ? メ

混合菓剤との.2法を施行し,-混合は畢狐に加 ･た時の

両親のMLDの等在廷を定め,-Horsfall(1945)法に .

従って,100,96+10,80+20と70+30,60+40,50+50,

40+60,30,+70,20+80,10+90!100(容量比)に混合し

た｡その結洛 ~単独襲剤では..巧カの臥 ･ものよ(),

1),Pyrethrins,2).ヰllethrinT,3),Rotenone,

4),qよmmaBHC,5),TEPP,6)Pi,I.DDT;

8),Parathion,.9), 0.0-d阜ethyトo二para-nitro
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p-henylphospha'te,10),DieldTin,ll),NicotineI

(石鹸添加せず)12),lAldrin,13)'Toxaphcnc でI.

あった.clhlordaneは殆んど市カがなかった｡

混合髄剤の芙即 比 こbrMLD の等芯丑を況合
し-,Fl皮実取を行い,円実陵の死亡率水準を求め,A!■′

に各混合比?芙殴位を修正し一各混合比の迩合作FT)の ･

部面を求め,･カ征をグラフ上に作図した後;･100-50

+50⇒100の力価を Planimeterで総計し,t総計伯を
対数値に変換し組合せ問の連合作mを評価した｡

その結弘 協九 抵抗の両作用が認められたが.1財

苛な作爪は少なく,一一一万的連合作用で相互的iill封切I
はなカニった｡接触設虫剤の組合せによる述合作mには

一定の法則を認め難かった｡この中.協力作川7)位れ

ている組合せは,ToxaphenetNi.とotinc, l̂drin

+ Nicotine,BHC + Dieldrin,Toxaphenc+
TEP.P,RAenone+Nicotine,Dieldrin+Nic･

otinc,OP'･DDT +TEPP,BHC + Nieotine

J.


